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健康人間学 第 1号 1988
屋敷の外に出たこともなかった病身のクララ
が,-イジがもたらした ｢自然｣の風の心地よ
さに目覚め,ついにはアルムの山までもやって
来て,そこで自分の足で歩けるようになる,自
然児-イジが治療者として大活躍をする物語で
あるが,本稿においてはこの-イジが罷った｢病
気｣に焦点を当てて考えたい｡
両親に死なれた幼い-イジは,アルムの山の
小屋に暮らしている父方の祖父,アルムおじさ
んの下に預けられる｡山の中腹には-イジと同
じ年かさのベーターが,その母と盲目の祖母と
住んでいる小屋がある｡-イジはベーターや
ベーターが番をしている山羊たちを友とし,お
じいさんから山の自然や暮らしについて学ぶ｡
その素直で率直な子どもらしさによって,かた
くななおじいさんの心を和らげ,ベーターの祖
母を訪ねてやさしい言葉をかけて祖母を喜ばせ
る｡このように周囲の人々を喜ばせた-イジも
また,自分がだれかに何かができることを知 り,
大きな喜びを得た｡
しかし,成長期に向かいつつある-イジに社
会は手を触れずには置かない｡｢教育｣は-イ
ジを ｢自然｣の中から ｢文明｣の中-と連れ出
す｡ふもとの村の牧師が-イジを学校に通わせ
るように説得しにやってきたが,おじいさんは
-イジを学校へやるつもりはないと言った｡し
かし,やがて-イジほおじいさんの下から引き
離されて,遠くフランクフル トのお屋敷-,屋
敷の主人,ゼ-ゼマン氏のひとり娘で病気のク
ララのお相手をつとめ,かたがた,都会での教
養を身につけるためということで,母方のおば
デーデに連れ去られる｡8歳の春のことであっ
た｡
石だたみが敷きつめられたフランクフル トに
来て,壁に囲まれたお屋敷の中に住むことにな
った-イジは,アルムの山でのように戸外の樹
が風に揺れる音や,朝に夕に山を紅に染める太
陽の光を感ずることもなく,ベーターと共に山
羊を追って山を駆けまわることもなくなった｡
-イジの意識はひたすら内なる自己-向かわざ
るを得ない｡その結果,野性の少女-イジの本
性は ｢病気｣という形をとることによって自己
を守ろうとする｡
ゼ-ゼマン家に着いた翌朝,自分にあてられ
た部屋のベッドで-イジは目が覚める｡
-イジは,ベッドからとびおいて,したく
をしました｡それから,あちらの窓,こち
らの窓と,ゆきました｡空を見,大地を見
たくてたまりませんでした｡この大きな
カーテンにつつまれた部屋にいると,なん
だか自分が,かごの中にはいっているよう
な気がしました｡しかし,カーテンをどけ
ることは,できませんでした｡その中にも
ぐりこみ,窓から外をのぞこうとしました｡
ところが,窓はたい-ん高くて,やっと-
イジのあたまに,すれすれなくらいで,外
を見ることはできませんでした｡見たいと
思ったものが,なにも見られず,一つの窓
からべつの窓を走っているうちに,とうと
う,最初の窓へもどりました｡けれども,
目の前にあるのは,いつも同じものばか り
でした｡かべと窓と,それから,またかべ
と窓でした2)0
それでも-イジは,窓さえ開けば下には大地
と,緑の草と,山の勾配の,とけかかっている
雪とが見えるにちがいないと思いこみ,それが
見たくてたまらなかった｡このような環境の激
しい変化にもかかわらず,-イジは新しい生活
に次第になじんでゆくように思われる｡病身の
令嬢クララとすぐに仲良くなり,ふたりはこっ
けいなまでに上品ぶったロッテソマイア女史を
馬鹿にして,悪ふざけをして楽しむ｡だが,-
イジの健康に致命的な影響を与えたのは,｢教
育｣の体現者であるゼ-ゼマン老夫人である.
クララの祖母,ゼ-ゼマン老夫人が-イジに
施した ｢教育｣のひとつは,-イジに読み書き
の力を目覚めさせたことである｡本を読むこと
ができるようになった-イジの世界は広が り,
老夫人からもらった本は-イジの宝物となっ
た｡この喜びは老夫人-の深い敬愛の気持を-
イジに抱かせた｡
老夫人の施した ｢教育｣のふたつ目はノ､イジ
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に神に祈ることを教えたことである｡その結果,
-イジはまず,｢山のおじいさんのところへ帰
らせて下さい｣と一心に祈った｡その間にも-
イジはやせて顔色が悪くなってゆき,-イジの
心のかげりに気づいた老夫人は-イジに,神様
は人間が祈ればすぐに願いをききとどけて下さ
るというのではなく,もっと大きな心で人間を
包み愛して下さる存在であること,人間もその
ような神様に応えるようにひたすらいのり,つ
つましい気持で耐えるならば,ついにほよりよ
い状態に到ることができるのだ,と諭した｡
今は老夫人を深く信じるようになっている-
イジは,この言葉をしっかりと胸に染み込ませ
ようとしたが,それは-イジの胸の奥底からつ
き上げてくる願い一山-帰 りたい-を押さえつ
けただけでなく,そもそも,そのような願いを
抱くことは罪深い人間のすることだという思い
を抱かせたのであった｡その結果,-イジは夢
遊病になりお屋敷の内外を歩きまわ り,夜中に
白いものをまとったお化けが出るとか,毎朝玄
関の扉が開け放しだとか,屋敷中の人々を恐怖
に陥れたのである｡取 り返しがつかなくなるほ
ど病気が悪化する一歩手前で,クララの家庭医
クラツセソ氏はノ､イジを山に帰らせた｡そこに
はなつかしいおじいさんやベーターの祖母がい
た｡以前と変らない山の風や光があった｡-イ
ジの心はふたたび開かれて,-イジは生き生き
とした自分を取 り戻した｡
ゼ-ゼマン夫人の教えは,砂に染み通る水の
ように,純真な-イジの心に染み通った｡非の
うちどころがないと思われるこの教えは育ちゆ
く芽を伸ばすよりもむしろ,その成長をゆがめ
る結果となった｡とはいえ,-イジがフランク
フル トで受けた ｢教育｣が-イジの健康と幸福
に寄与しなかったというのではない｡
-イジがアルムの山に帰 り,健康を取 り戻し
たところでこの物語を終えようと,いったん筆
を置いた作者シュピリはその後さらに書き続け
て,クララをはじめとするフランクフル トの人
々が山へ-イジとおじいさんを訪ね,クララも
また健康を回復し,両親のない-イジにはクラ
ッセソ医師が後見人になったところでこの物語
を終えている｡-イジの持って生まれた本質が
損われることなく,教養によってより人間的な
ものに磨かれてゆくであろうことをねがって,
この小論の結びとする｡
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